
学校生活での確認事項 
 

◎目標(学校生活、学習、友達関係、部活動） 

『自立～自ら気づき、考え、行動できる人になろう～』 

 

1.登下校 

①登下校時の買い食いや寄り道はしない。 

②制服で登下校。クラブ終了後は体操服での下校も可。 

 

＜自転車＞ 

① 地域指定許可制（大沢町、上白原町、神於町、岸の丘町、稲葉町の一部【新大久保

橋以遠】学校からの直線距離２km以）。 

②自転車を使用する時は、ヘルメットを必ず着用。※あごひももきちんと。 

③一度下校した場合や休み中（春休み・夏休み・冬休みも含む）は、自転車で登校して

もよい。※クラブ毎に決められた場所に駐輪する。 

④校内では自転車から降り、自転車を押して、指示された場所に置く。施錠を忘れない。 

⑤ヘルメットは活動場所まで持っていく。※自転車置き場や下駄箱に放置しない。 

 

2．校内生活 

①欠席や遅刻をする場合は、必ず学校に保護者から連絡してもらう。（1時間目が始まっ

てから登校した場合は、職員室に『連絡カード』を取りに行くこと） 

②予鈴 8:25 までに登校するように。 

③一度登校したあとは、校外に出ない。 

④学校に必要ないものは持ってこない。※特別な事情で携帯電話を持ってくる場合は、

『同意確認書』を提出し、登校したら先生に預ける。 

⑤家庭学習に必要なものは、自分で考えて持って帰る。 

 

 

 

 

 

⑥教室移動は休憩中に済ませる。移動するときは教室を消灯し、カギをしめる。 

⑦職員室に出入りするときは、あいさつをする。（※試験前などは入室不可） 

  （入室のとき）「失礼します」「○年○組○○です。」（用件を伝える） 

  （退室のとき）「失礼しました」 

⑧職員室からカギなどを持ち出すときは、近くの先生に連絡する。 

⑨飲み物は、お茶か水、スポーツドリンクとする。水筒代わりのペットボトルは持ち帰る。 

⑩上履きのスリッパでグラウンドなど土の場所に出ない。 

⑪教科連絡は早めに聞きに行く。（各教科係） 

⑫早退するときは家に着いたら学校に連絡する。 

⑬机・イスは 1年生で使ったものを 3年間使用する。傷つけたり、使えないようにした場

合は卒業時に弁償となります。 

⑭他学年の教室・フロアには立ち入らない。通らない。 

⑮全校集会のある日は、カバンを教室において 8:30に体育館に整列しておく。 

⑯ガラスや学校施設を破損した場合は、その状況を調べて保護者に連絡をします。（弁

償がともなう場合もある） 

⑰放課後、休日でも、学校に来る用事があるときは、制服（体操服）で来る。 

※私服で来てはいけません。 

※自転車で来る場合は、ヘルメット着用などルールを守る 

 

3．頭髪 （中学生らしい清潔な髪型） 

①染色・脱色・パーマは禁止。 

②短い部分と長い部分に、極端な差がある髪型は禁止。 

③必要時（給食・理科実験・技術実習・家庭実習・体育実技・身体計測・健康診断な

ど）、長い髪はくくる。（※ゴムの色は黒・紺・茶） 編み込み等は禁止。 

④ピアス、化粧などは禁止。 



4．制服 

＜夏服＞ 

（１）学校指定のポロシャツ。ボタンは、2つは留める。 

（２）中着は白を基本（派手な色は不可）。 

 

＜男子冬服＞ 

男子制服（標準学生服とする） 

（1）中に着るものは白・黒・紺・灰色を基調とする。（フード禁止） 

（2）ベルトは黒、紺、茶を基本とする。 

（3）ズボンのタック入りは禁止。 

 

＜女子冬服＞ 

女子制服（標準学生服とする）ネクタイは白 

（1）中に着るものは白・黒・紺・灰色を基調とする。（フード禁止） 

（2）スカートの長さは、ひざが隠れる程度とする。 

（３）ベルトは禁止。 

 

夏服冬服の更衣は、各自で判断すること。 

 

＜靴・靴下＞ 

① 靴下については、令和５年度より色やワンポイントなど特に規定を設けないが、式・

行事など状況を考えてフォーマルなものを着用する。（※ルーズソックスはダメ） 

② 靴は運動に適した靴とする。（体育の授業で指示される） 

 

 

＜かばん＞ 

学用品が入るもの。 

 （リュック、肩掛けバッグ、両手の空くものが望ましい） 

 

＜防寒着＞ 

①冬服に更衣後、それでも寒い日には防寒着の着用を認める。 

②登下校時、手袋・マフラー・ネックウォーマー・ニット帽の着用可。 

※校内で着用しない 

③ひざ掛けの使用可。※教室でのみ可 

④タイツの使用可。 

 

5．その他 

①生徒同士で物やお金のやりとりや貸し借りはしない。 

②他の中学校の生徒とトラブルを起こさない。 

③授業妨害・暴力行為・器物破損などの問題行動をしない。 

 

●ルールは、自分だけでなく、『山滝中学校で過ごす全員』

が、安全に、快適に、楽しく学校生活を送る上でとても大

切なものです。ルールを破ったり、指導を受けたりするこ

とのないように、意識して学校生活を送るようにしましょ

う。 

 


